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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸気口と排気口とを備える吸込み装置と、
　入風口と出風口とを備え、前記入風口がその底壁に設けられて、出風口が前記吸込み装
置の吸気口と連通している集塵装置と、
　前記集塵装置の底壁に近接して設けられて、前記集塵装置の入風口と連通している導風
管と、
　を含み
　前記集塵装置が、
　その底壁に前記入風口が設けられているとともに、その頂端が開口した塵コップと、
　前記塵コップ内に設けられて、サイクロン分離器用入口とサイクロン分離器用出口とを
備えるとともに、前記サイクロン分離器用入口が前記入風口と連通しているサイクロン分
離器と、
　前記塵コップをカバーして設けられて、前記サイクロン分離器用出口と連通している出
風口が設けられているとともに、濾過網が設けられている塵コップの上蓋と、
　その両端が前記入風口及び前記サイクロン分離器用入口とそれぞれ連通しているととも
に、前記塵コップと係止している入風管と、を含み、
　前記サイクロン分離器が、
　その上端が開口したとともに、その底壁に前記サイクロン分離器用入口が設けられてい
るサイクロン筒と、
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　前記塵コップの頂端をカバーしているとともに、前記サイクロン分離器用出口が設けら
れているサイクロン分離器用エンドカバーと、
　その上端が前記サイクロン分離器用出口と連通しているとともに、その下端が前記サイ
クロン筒内に延長しているフィルターと、
　その下端が前記サイクロン分離器用入口と連通しているとともに、その上端が閉鎖され
て、その側壁に前記サイクロン筒と連通している通風口が設けられている導風筒と、を含
み、
　前記フィルターの半径が前記サイクロン筒の半径の半分以下であり、前記サイクロン筒
と前記フィルターとの径方向に沿う間隔の距離が前記サイクロン筒の半径の半分以上であ
り、
　前記サイクロン分離器が筒体と仕切り板とをさらに含み、
　前記仕切り板が前記筒体内に設けられて、且つ前記仕切り板により前記筒体の内部空間
を上下方向に沿って仕切って、前記筒体の上部が前記フィルターを形成し、且つ前記筒体
の下部が前記導風筒を形成した、
　ことを特徴とする掃除機。
【請求項２】
　前記吸込み装置が、
　前記吸気口と前記排気口とがそれぞれ設けられているケーシングと、
　前記ケーシング内に設けられて、且つ前記吸気口と連通している入風用気流安定カバー
と、
　前記ケーシング内に設けられて、且つ排気孔が設けられている排気機内カバーと、
　前記ケーシングの内壁面に設けられて、一端が前記排気口と連通するとともに、他端が
開口した第1気流通路を形成し、前記排気機内カバーと間隔をもって前記排気孔及び前記
第1気流通路とそれぞれ連通している第2気流通路を形成した排気機外カバーと、
　前記排気機内カバー内に設けられて、且つその排気機用入口が前記入風用気流安定カバ
ーと連通し、その排気機用出口が前記排気機内カバーと連通している排気機と、
　を含むことを特徴とする請求項1に記載の掃除機。
【請求項３】
　前記ケーシングが外部へ突出して、前記第1気流通路及び前記第2気流通路とそれぞれ連
通している消音チャンバーを形成したことを特徴とする請求項2に記載の掃除機。
【請求項４】
　前記排気口に消音スポンジが設けられていることを特徴とする請求項1～3の何れか１つ
に記載の掃除機。
【請求項５】
　前記サイクロン筒内に、少なくとも一部分が上に向いて螺旋状に延長する導風板と、前
記通風口の上方に設けられて、且つその高さが前記導風板の上縁以下である遮風板とが設
けられていることを特徴とする請求項1に記載の掃除機。
【請求項６】
　前記遮風板が前記通風口の上縁に設けられて、前記導風板が環状であり、且つ前記導風
板が、第1板体と、第2板体と、螺旋導風板と、連接板とを含み、
　前記第1板体及び前記第2板体が前記サイクロン筒の軸線にそれぞれ垂直であり、前記第
1板体が前記通風口の下縁に設けられて、且つ前記第2板体が前記遮風板と平らになり、
　前記螺旋導風板が上下方向に沿って螺旋状に延長し、且つ前記螺旋導風板の両端が前記
第1板体及び前記第2板体とそれぞれ連接し、
　前記連接板が前記サイクロン分離器の軸線と平行し、且つ前記連接板の両端が前記第1
板体及び前記第2板体とそれぞれ連接し、前記連接板が前記通風口の側縁に設けられてい
ることを特徴とする請求項5に記載の掃除機。
【請求項７】
　前記導風板が前記サイクロン筒の底壁であり、前記サイクロン分離器用入口が前記導風
板に形成されていることを特徴とする請求項5又は請求項6に記載の掃除機。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家電分野に関し、特に掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　掃除機業界が発展していくにしたがって、ユーザの掃除機に対する要求も高くなりつつ
ある。大吸引力、低ノイズ、小さくて手軽なものが要求されている。特に、横型塵コップ
機種において、二次汚染を低減して分離効率を向上させるためには、塵コップ構造も相応
的に複雑となる。また、塵コップの寸法が大きくなるとともに有効な集塵容量は小さくな
り、機器全体の寸法が大きくなるが、吸引力が弱くなり、ノイズも良くない。また、関連
技術を持つ掃除機において、長い導風管で外部と塵コップ用入風口とを連接する必要があ
る。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、少なくともある程度に従来の技術における上記技術課題の一つを解決するこ
とを狙う。このため、本発明は、集塵装置としては底部から入風する構造を採用する掃除
機を提供することを目的とする。
【０００４】
　本発明の実施形態による掃除機は、吸込み装置と、集塵装置と、導風管とを含む。前記
吸込み装置が吸気口と排気口とを備え、前記集塵装置が入風口と出風口とを備え、且つ前
記入風口が前記集塵装置の底壁に設けられて、前記集塵装置の出風口が前記吸込み装置の
吸気口と連通し、前記導風管が前記集塵装置の底壁に近接して設けられて、且つ前記導風
管が前記集塵装置の入風口と連通している。
【０００５】
　本発明の実施形態による掃除機は、集塵装置の底壁に入風口が設けられて、且つ導風管
が集塵装置において集塵装置の底壁に近接して設けられて、導風管が入風口と連通してい
る。集塵装置の底壁に入風口が設けられることにより、従来の側入風の集塵装置と比べて
、本発明では導風管の管路の長さを短縮することができる。よって、集塵装置が大きな吸
引力を有し、ほこりを含有する気流がすばやく入風口を通過して集塵装置内に進入するこ
とが可能であり、且つ、集塵装置内のほこりと空気との分離が便利になり、該掃除機の吸
塵効率が向上する。
【０００６】
　また、本発明の上記実施形態による掃除機は、下記の付加的な技術特徴をさらに備える
。
【０００７】
　本発明の一つの実施形態によると、前記吸込み装置がケーシングと、入風用気流安定カ
バーと、排気機内カバーと、排気機外カバーと、排気機とを含む。前記吸気口及び前記排
気口がそれぞれ前記ケーシングに設けられている。前記入風用気流安定カバーが前記ケー
シング内に設けられて、且つ前記入風用気流安定カバーが前記吸気口と連通している。前
記排気機内カバーが前記ケーシング内に設けられて、且つ前記排気機内カバーに排気孔が
設けられている。前記排気機外カバーが前記ケーシングの内壁面に設けられて、一端が前
記排気口と連通し、他端が開口した第1気流通路が形成され、且つ前記排気機外カバーと
前記排気機内カバーとの間の間隔により前記排気孔及び前記第1気流通路とそれぞれ連通
する第2気流通路が形成されている。前記排気機が前記排気機内カバー内に設けられて、
且つ前記排気機の排気機用入口が前記入風用気流安定カバーと連通し、前記排気機の排気
機用出口が前記排気機内カバーと連通している。これにより、ケーシング、排気機内カバ
ー及び排気機外カバーの組合せにより長い気流通路が形成される。よって、気流が遠回り
をして排気孔から排気口に流動することができ、排気口から排出された気流を安定させる
ことができ、ノイズを低減できる。
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【０００８】
　本発明の一つの実施形態によると、前記ケーシングが外部へ突出して前記第1気流通路
及び前記第2気流通路とそれぞれ連通する消音チャンバーを形成している。これにより、
消音効果をさらに向上できる。
【０００９】
　本発明の一つの実施形態によると、前記排気口に消音スポンジが設けられている。これ
により、該掃除機の消音効果をさらに向上できる。
【００１０】
　本発明の一つの実施形態によると、前記集塵装置が塵コップと、サイクロン分離器と、
塵コップの上蓋と、入風管とを含み、前記塵コップの底壁に前記入風口が設けられて、且
つ前記塵コップの頂端が開口している。前記サイクロン分離器が前記塵コップ内に設けら
れて、前記サイクロン分離器がサイクロン分離器用入口とサイクロン分離器用出口とを備
え、前記サイクロン分離器用入口が前記入風口と連通している。前記塵コップの上蓋が前
記塵コップをカバーし、前記塵コップの上蓋に前記サイクロン分離器用出口と連通する出
風口が設けられて、且つ前記塵コップの上蓋内に濾過網が設けられている。前記入風管の
両端が前記入風口及び前記サイクロン筒用入口とそれぞれ連通して、且つ前記入風管が前
記塵コップと係止している。これにより、集塵装置が底部から入風する構造が採用されて
いるため、サイクロン分離器用入口から入風口までの距離を大きく短縮するとともに、掃
除機における入風口と連通する導風管の長さを短縮している。よって、パワーの損失を低
減できるとともに、掃除機全体において大きな空間を節約して製造コストを低減できる。
また、入風口が塵コップの底壁に位置するため、塵コップの集塵容量が大きく増加する。
また、該集塵装置を有する掃除機全体の吸引力を濾過網の詰まりで早期に低減することが
抑制でき、分離効率が大きく向上するとともに、濾過網の清掃周期を長くできる。該サイ
クロン分離器と塵コップとの連接が便利になり、該サイクロン分離器の装着性が向上する
。さらに、ほこりを含有する気流の流通のために、該サイクロン分離器と塵コップとを連
接するように、入風管で入風口とサイクロン分離器用入口とを連通して、該サイクロン分
離器の装着性が向上する。入風管の下端と塵コップの底壁との係止を安定させて、且つ、
入風管と塵コップの底壁との連接箇所の密封機能が向上する。
【００１１】
　本発明の一つの実施形態によると、前記サイクロン分離器がサイクロン筒と、サイクロ
ン分離器用エンドカバーと、フィルターと、導風筒とを含む。前記サイクロン筒の上端が
開口し、且つ前記サイクロン分離器用入口が前記サイクロン筒の底壁に設けられている。
前記サイクロン分離器用エンドカバーが前記塵コップの頂端をカバーし、且つ前記サイク
ロン分離器用出口が前記サイクロン分離器用エンドカバーに設けられている。前記フィル
ターの上端が前記サイクロン分離器用出口と連通し、且つ前記フィルターの下端が前記サ
イクロン筒内に延長している。前記導風筒の下端が前記サイクロン分離器用入口と連通し
て、且つ、前記導風筒の上端が閉鎖されて、前記導風筒の側壁に前記サイクロン筒と連通
する通風口が設けられている。これにより、底部から入風する構造を採用して、サイクロ
ン分離器に進入したほこりを含有する空気がフィルターから離れる方向へ向ってサイクロ
ン筒内に進入する。サイクロン筒内に進入したほこりを含有する空気がすばやく螺旋気流
を形成し、且つ、ほこり等を遠心力の作用でフィルターから放り出して、ほこりがフィル
ターから離れて、ほこりがフィルターに付着することによりフィルターが詰まることを避
けることができる。よって、本発明のサイクロン分離器により、フィルターの目詰まりを
低減することができるので、フィルターの使用時間を延長するとともに、フィルターの清
掃頻度を減らすことができる。
【００１２】
　本発明の一つの実施形態によると、前記サイクロン筒内に導風板及び遮風板が設けられ
て、前記導風板の少なくとも一部分が上に向いて螺旋状に延長して、前記遮風板が前記通
風口の上方に設けられて、且つ、前記遮風板の高さが前記導風板の上縁以下である。これ
により、気流を螺旋状に上方に流れる導風構造を採用して、ほこりを放り出す位置を最大
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限に上方に位置させることができる。高効率のサイクロン分離器を利用して、ほこりを含
有する気流を導風板に沿って加速に上昇させて、その後、サイクロン筒から放り出して、
ほこりと空気との分離をすばやく且つ徹底的に行うとともに、毛と髪等の帯状物も簡単に
放り出すことができる。よって、フィルターを介してサイクロン分離器から排出されるほ
こり及び毛と髪などを減少して、該サイクロン分離器を有する掃除機全体の吸引力が濾過
網の詰まりで早期に降下することを抑制し、分離効率を大きく向上するとともに、濾過網
の清掃周期を延長することができる。
【００１３】
　本発明の一つの実施形態によると、前記遮風板が前記通風口の上縁に設けられて、前記
導風板が環状であり、且つ、前記導風板が第1板体と、第2板体と、螺旋導風板と、連接板
とを含む。前記第1板体及び前記第2板体がそれぞれ前記サイクロン筒の軸線に垂直し、前
記第1板体が前記通風口の下縁に設けられて、且つ、前記第2板体が前記遮風板と平らにな
る。前記螺旋導風板が上下方向に沿って螺旋状に延長して、且つ、前記螺旋導風板の両端
が前記第1板体及び前記第2板体とそれぞれ連接している。前記連接板が前記サイクロン分
離器の軸線に平行して、且つ、前記連接板の両端が前記第1板体及び前記第2板体とそれぞ
れ連接し、前記連接板が前記通風口の側縁に設けられている。これにより、導風板の構造
が簡単になり、成形が便利になり、且つ、ほこりを含有する気流に対する該連接板の導き
も便利になる。ほこりを含有する気流を螺旋状に上昇させて、ほこりと空気との分離を行
うので、ほこりを含有する気流を容易に螺旋状に上昇させて、気流が直接に上昇すること
によりろ過効果が悪く、フィルターが詰まってしまうことを避けて、ほこりを含有する気
流に対するサイクロン分離器の分離効率及び分離効果が向上する。さらに、ほこり等を放
り出すことにより、フィルターを通過したほこり等の量を減少させることができる。
【００１４】
　本発明の一つの実施形態によると、前記導風板が前記サイクロン筒の底壁であり、前記
サイクロン分離器用入口が前記導風板に形成されている。これにより、直接に導風板を採
用してサイクロン筒の底壁とすることにより、サイクロン筒の構造が簡単になり、サイク
ロン筒の成形も便利になり、サイクロン筒の成形性が向上する。
【００１５】
　本発明の一つの実施形態によると、前記サイクロン分離器が筒体と仕切り板とをさらに
含み、前記仕切り板が前記筒体内に設けられて、且つ、前記仕切り板により、前記筒体の
内部の空間を上下方向に沿って仕切って、前記筒体の上部が前記フィルターを形成して、
且つ、前記筒体の下部が前記導風筒を形成している。これにより、導風筒がフィルターに
一体に形成されることにより、サイクロン分離器の構造を簡単にすることができ、サイク
ロン分離器の生産性と組立性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一つの実施形態における掃除機の概略図である。
【図２】本発明の一つの実施形態における掃除機の集塵装置の断面図である。
【図３】図2におけるA部分の一部拡大概略図である。
【図４】本発明の一つの実施形態における掃除機の集塵装置のサイクロン分離器の概略図
である。
【図５】本発明の一つの実施形態における掃除機の集塵装置のサイクロン分離器のサイク
ロン筒の断面図である。
【図６】本発明の一つの実施形態における掃除機の集塵装置のサイクロン分離器のフィル
ター、サイクロン分離器のエンドカバー及び導風筒を組合せした概略図である。
【図７】本発明の一つの実施形態における掃除機の集塵装置のサイクロン分離器の概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を詳細に説明する。前記実施形態の実例が図面において示され
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るが、同一の又は類似する符号が同一又は類似の部品或いは同一又は類似の機能を有する
部品を示す。下記のように図面を参照しながら説明する実施形態は例示であり、本発明を
説明するためのものであって、本発明を限定するものとして解釈されるべきではない。
【００１８】
　本発明の記載において、用語である「中心」、「縦方向」、「横方向」、「長さ」、「
幅」、「厚さ」、「上」、「下」、「前」、「後」、「左」、「右」、「鉛直」、「水平
」、「頂」、「底」、「内」、「外」、「時計回り」、「逆時計回り」等に示される方位
又は位置関係は、本発明の説明を単純化するために用いられ、参照される装置または要素
が特定の方向を有しなければならないこと、又は特定の方位で構造され、操作されなけれ
ばならないことを意味するのではないことを理解すべきである。
【００１９】
　また、用語である「第1」、「第2」とは、説明のためだけに用いられるものであり、技
術特徴の数量と指定するものではない。したがって、「第1」、「第2」で限定される特徴
は一つ又は複数の該特徴を含む。本発明の記載において、「複数」とは、別途、明確に具
体的に限定した場合を除き、2つ又は2つ以上の意味となる。
【００２０】
　本発明において、別途、明確に規定及び限定した場合を除き、用語である「装着」、「
連接」、「固定」等は、広く理解すべきであり、例えば、固定に連接してもよく、取り外
し可能に連接してもよく、或いは一体に形成してもよい。機械的な連接でもよく、電気的
連接でもよい。直接に連接してもよく、中間部品を介して間接的に連接してもよい。2つ
の部品の内部の連通でもよく、2つの部品が互いに作用する関係でもよい。当業者は、具
体的な情況に基づいて本発明における上記用語の具体的な意味を理解することができる。
【００２１】
　本発明において、別途、明確に規定及び限定した場合を除き、第1特徴が第2特徴の「上
」或いは「下」であることは、第1特徴と第2特徴とが直接に接触する場合も含み、また、
第1特徴と第2特徴が直接に接触せず、これらの間の他の特徴を介して接触する場合も含む
。また、第1特徴が第2特徴の「上」、「上方」又は「上面」にあることは、第1特徴が第2
特徴の真上又は斜め上方にあることを含み、或いは第1特徴の平面高さが第2特徴より高い
ことを示すだけである。第1特徴が第2特徴の「下」、「下方」又は「下面」にあることは
、第1特徴が第2特徴の真下又は斜め下方にあることを含み、或いは、第1特徴の平面高さ
が第2特徴より低いことを示すだけである。
【００２２】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態における掃除機1000を詳細に説明する。
【００２３】
　図1に示すように、本発明の実施形態による掃除機1000は、集塵装置100と、吸込み装置
200と、導風管300とを含む。
【００２４】
　具体的には、吸込み装置200は、吸気口21と排気口22とを備える。集塵装置100は、集塵
装置100の底壁に設けられている入風口201と、吸込み装置200の吸気口21と連通する出風
口301とを備える。吸込み装置200で空気を吸い込むことにより、吸込み装置200の吸気口2
1が集塵装置100の出風口301と連通するため、集塵装置100内に吸引力が形成されて、ほこ
りを含有する気流が集塵装置100の入風口201から集塵装置100に進入する。ほこりを含有
する気流に対して集塵装置100においてほこりと空気との分離を行った後、ほこり等の雑
物が集塵装置100内に蓄積するが、気流は続いて吸込み装置200に流動して、且つ、吸込み
装置200の排気口22を経て排出される。これにより、気流の循環が形成されるとともに、
ほこり等が集塵装置100内に蓄積される。導風管300は、集塵装置100と外部とを連通する
ものであり、集塵装置100の底壁に近接して設けられ、且つ、集塵装置100の入風口201と
連通している。
【００２５】
　本発明の実施形態による掃除機1000は、集塵装置100の底壁に入風口201が設けられて、
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導風管300が集塵装置100において集塵装置100の底壁に近接して設けられて、且つ入風口2
01と連通している。これにより、集塵装置100の底壁に入風口201が設けられることは、伝
統的な側入風の集塵装置と比較すると、本発明が導風管300の管路の長さを短縮すること
が可能であるため、集塵装置100が大きな吸引力を有し、集塵装置100内のほこりと空気と
の分離をするように、ほこりを含有する気流を入風口201にすばやく通過させて集塵装置1
00内に進入させ、該掃除機の吸塵効率を向上できる。
【００２６】
　図1に示すように、本発明の一部の具体的な実施形態において、吸込み装置200は、ケー
シング4と、入風用気流安定カバー5と、排気機内カバー6と、排気機外カバー7と、排気機
8とを含む。
【００２７】
　具体的には、吸気口21及び排気口22がそれぞれケーシング4に設けられている。入風用
気流安定カバー5がケーシング4内に設けられて、且つ吸気口21と連通して、該入風用気流
安定カバー5が気流を安定させるように用いられて、気流を排気機8内に穏やかに進入させ
ることが可能である。排気機内カバー6がケーシング4内に設けられて、且つ排気機内カバ
ー6には排気孔61が設けられている。排気機外カバー7がケーシング4の内壁面に設けられ
て、且つケーシング4の内壁面と組合せて一端が排気口22と連通するとともに他端が開口
している第1気流通路71を形成し、且つ、排気機外カバー7と排気機内カバー6とが間隔を
持って前記第1気流通路71及び排気孔61とそれぞれ連通する第2気流通路72を形成している
。排気機8が排気機内カバー6内に設けられて、且つ排気機8の排気機用入口が入風用気流
安定カバー5と連通し、排気機8の排気機用出口が排気機内カバー6と連通している。
【００２８】
　これにより、ケーシング4、排気機内カバー6及び排気機外カバー7を採用して組合せて
長い気流通路を形成することができる。よって、気流が排気孔61から遠回りをして排気口
22に流れて、排気口22から排出された気流を穏やかにさせることにより、ノイズを低減で
きる。
【００２９】
　さらに、第1気流通路71及び第2気流通路72とそれぞれ連通した消音チャンバー73がケー
シング4から外部へ突出している。これにより、消音効果をさらに向上できる。
【００３０】
　好ましくは、消音チャンバー73が第1気流通路71の開口の一端に設けられている。
【００３１】
　具体的には、気流が排気機8の排気機用出口から排気機内カバー6内に排出されて、その
後、気流が第2気流通路72、消音チャンバー73及び第1気流通路71を順次に通過した後、排
気口22から掃除機1000の外部へ排出される。気流の流動過程中において、広-狭-広-狭-広
のような消音通路を通過するため、掃除機1000のノイズを低減できる。
【００３２】
　好ましくは、排気口22には消音スポンジ91が設けられている。これにより、該掃除機の
消音効果をさらに向上できる。
【００３３】
　図2に示すように、本発明の一部の実施形態において、掃除機の集塵装置100が、サイク
ロン分離器1と、塵コップ2と、塵コップの上蓋3とを含む。
【００３４】
　具体的には、塵コップ2の底壁に入風口201が設けられて、サイクロン分離器用入口101
とサイクロン分離器用出口102とを有し、サイクロン分離器用入口101が入風口201と連通
するサイクロン分離器1が塵コップ2内に設けられている。サイクロン分離器用出口102と
連通する出風口301を設けている塵コップの上蓋3が、塵コップ2をカバーするように設け
られている。ほこりを含有する空気が入風口201を経て集塵装置100内に吸込まれて、その
後、集塵装置100でろ過される。ろ過過程において、ほこりなどが塵コップ2内に蓄積され
るが、ろ過後の空気がサイクロン分離器用出口102を経てサイクロン分離器1から排出され
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て塵コップの上蓋3に進入し、その後、出風口301を介して集塵装置100から排出される。
【００３５】
　これにより、集塵装置100が底部から入風する構造を採用して、サイクロン分離器用入
口101から入風口201までの距離を大きく短縮するとともに、掃除機において入風口201と
連通する導風管の長さを短縮している。よって、パワーの損失を低減し、掃除機全体にお
いて大きな空間を節約できるとともに、製造コストを低減できる。また、入風口201が塵
コップ2の底壁に位置しているため、塵コップ2の集塵容量が増大する。さらに、該集塵装
置100を有する掃除機全体の吸引力が濾過網の詰まりにより早期に低減することなく、分
離効率を大きく向上できるとともに、濾過網の清掃周期を延長できる。
【００３６】
　好ましくは、塵コップの上蓋3内に濾過網92が設けられている。これにより、掃除機の
ろ過効果がさらに増加する。
【００３７】
　図2に示すように、集塵装置100は、その両端が入風口201及びサイクロン分離器用入口1
01とそれぞれ連通する入風管17とをさらに含む。具体的には、図2を参照し、入風管17の
下端が入風口201と連通しているが、入風管17の上端がサイクロン分離器用入口101と連通
している。これにより、該サイクロン分離器1と塵コップ2との繋がりが便利になり、該サ
イクロン分離器1の装着性が向上する。さらに、入風管17で入風口201とサイクロン分離器
用入口101とを連通することにより、ほこりを含有する気流の流通が容易となり、該サイ
クロン分離器1と塵コップ2との連接も便利になり、該サイクロン分離器1の装着性が向上
する。
【００３８】
　本発明における入風管17に特別なプラスチック材料を使用する必要がないため、入風管
17の成形コストを低減できる。
【００３９】
　また、入風口201が塵コップ2の底壁に設けられているので、従来の技術において入風管
17が塵コップ2の側壁と繋がることにより入風管17と塵コップ2との繋がり箇所の密封性が
悪い、という問題を解決できる。本発明における入風管17が塵コップ2の底壁と連接する
時に、入風管17と塵コップの底壁との密封機能を向上することができる。これにより、該
集塵装置100を有する掃除機が作業する時の吸引力が向上し、該掃除機の吸塵効率を向上
できる。入風管17が塵コップ2の底壁と連接することにより、従来の技術において入風管1
7が塵コップの弧形側壁と連接するために端部形状構造が複雑となり、且つ加工が難しい
、という問題を解決できる。さらに、本発明の入風管に特別なプラスチック材料を使用す
る必要がないので、入風管17の成形コストを低減できる。
【００４０】
　好ましくは、入風管17の下端が塵コップ2の底壁に係止されている。具体的には、図2及
び図3に示すように、入風管17の下端の外壁面に環状係止溝172が設けられて、塵コップ2
の入風口201の周辺が該環状係止溝172内に係止されている。これにより、入風管17の下端
と塵コップの底壁との係止を安定させるとともに、入風管17と塵コップの底壁との連接箇
所の密封機能が向上する。
【００４１】
　本発明におけるサイクロン分離器1として、サイクロン分離器用入口がサイクロン筒の
側壁に設けられる従来の技術におけるサイクロン分離器を採用可能であり、連接管を介し
てサイクロン分離器用入口と入風口とを連通する。勿論、本発明において新型のサイクロ
ン分離器1も提供される。以下、本発明において提出されたサイクロン分離器1の構造を詳
細に説明する。
【００４２】
　さらに、図4に示すように、サイクロン分離器1が、サイクロン筒11と、サイクロン分離
器用エンドカバー12と、フィルター13と、導風筒14とを含む。
【００４３】
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　具体的には、サイクロン筒11の上端が開口し、且つ、サイクロン筒11の底壁に、ほこり
を含有する空気をサイクロン分離器1内において空気、ほこり等に分離するように、ほこ
りを含有する空気をサイクロン筒11に進入させるために用いられるサイクロン分離器用入
口101を備える。サイクロン分離器用出口102が設けられているサイクロン分離器用エンド
カバー12が、サイクロン筒11の上方に設けられている。ほこりを含有する空気がサイクロ
ン分離器用入口101を介してサイクロン分離器1内に吸い込まれて、その後、サイクロン分
離器1でろ過される。ろ過過程において、ほこり等が分離されてサイクロン筒11から放り
出されるが、ろ過後の空気はサイクロン分離器用出口102を介して排出される。フィルタ
ー13は、ほこりを含有する空気をろ過するものであり、気体がフィルター13を通過してサ
イクロン分離器1から排出される。ほこりを含有する空気がサイクロン分離器用出口102を
通過できずに、フィルター13でろ過後の空気だけがサイクロン分離器用出口102を通過し
てサイクロン分離器1から排出されるように、フィルター13の上端がサイクロン分離器用
出口102と連通して、且つ、フィルター13の上端がサイクロン分離器用出口102の周辺を閉
鎖し、フィルター13の下端がサイクロン筒11内に延長されている。サイクロン分離器1の
ろ過及びサイクロン筒11からのほこりの放り出しが行われ、気流をサイクロン筒11の径方
向に沿ってサイクロン筒11内に進入させるように、導風筒14の下端がサイクロン分離器用
入口101と連通するとともに、導風筒14の上端が閉鎖されて、導風筒14の側壁にサイクロ
ン筒11と連通する通風口103が設けられている。これにより、底部より入風することを採
用して、且つサイクロン分離器1に進入したほこりを含有する空気がフィルター13から離
れる方向に向ってサイクロン筒内に進入する。サイクロン筒11内に進入したほこりを含有
する空気をすばやく螺旋気流として、且つ、ほこり等を遠心力の作用でフィルター13から
放り出させて、ほこりをフィルター13から遠ざけることにより、ほこりがフィルター13に
付着してフィルター13が詰まってしまうことを避けることができる。本発明におけるサイ
クロン分離器により、フィルター13の目詰まりを低減することができるので、フィルター
13の使用時間を延長できるとともに、フィルター13の洗浄頻度を低減できる。
【００４４】
　また、入風口201がサイクロン分離器用入口101と簡単に連通することができる。
【００４５】
　塵コップ2の上端が開口し、且つ、サイクロン分離器用エンドカバー12により塵コップ2
の上端をカバーしている。
【００４６】
　図4～図6に示すように、本発明の一部の実施形態において、サイクロン筒11内に導風板
15と遮風板16が設けられて、導風板15の少なくとも一部分が上に向いて螺旋状に延長し、
遮風板16が通風口103の上方に設けられて、且つ、遮風板16の高さが導風板15の上縁以下
としている。つまり、サイクロン筒11に進入した気流が導風板15及び遮風板16の作用で、
導風板15の延長方向に沿って螺旋状に上昇する。これにより、気流が螺旋状に上昇する導
風構造を採用することができ、ほこりを放り出す位置が最大限に上方に移動されて、高効
率のサイクロン分離器1を利用して、ほこりを含有する気流を導風板15で加速上昇させる
。その後、サイクロン筒11から放り出されて、ほこりと空気との分離を迅速且つ徹底的に
行うとともに、毛と髪等の帯状物も簡単に放り出されることが可能である。これにより、
フィルター13を経てサイクロン分離器1から排出されるほこり及び毛と髪等の量を減少し
て、該サイクロン分離器1を備える掃除機全体の吸引力を濾過網の目詰まりで早期に降下
することを抑制し、分離効率を大きく向上するとともに、濾過網の清掃周期を延長できる
。
【００４７】
　当業者は、本発明の導風板15及び遮風板16がほこりを含有する気流を螺旋状に上昇させ
るためのものであることを理解できる。勿論、本発明においてほこりを含有する気流を螺
旋状に上昇するように実現できる形態は、これだけに限られなく、従来の技術における他
の形態の導風構造、例えば、導風筒内に螺旋通風路を形成すること等を採用することもで
きる。
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【００４８】
　さらに、図5に示すように、導風板15が環状のものであり、且つ、第1板体151と、第2板
体152と、螺旋導風板153と、連接板154とを含み、第1板体151及び第2板体152がそれぞれ
サイクロン筒11の軸線に垂直であり、連接板154がサイクロン筒11の軸線と平行している
。つまり、第1板体151と第2板体152とが互いに平行し、且つ第1板体151及び第2板体152の
何れかが全てサイクロン筒の軸線と垂直となる。あるいは、図5に示すように、第1板体15
1及び第2板体152が全て図5に示された上下方向に垂直であり、且つ、連接板154が図5に示
された上下方向に平行している。螺旋導風板153が上下方向に沿って螺旋状に延長し、即
ち、螺旋導風板153が上に向いて螺旋状に延長するが、第1板体151の一端が螺旋導風板153
の下端と連接して、且つ、第1板体151の他端が連接板154の下端と連接して、第2板体152
の一端が螺旋導風板153の上端と連接して、且つ、第2板体152の他端が連接板154の上端と
連接している。
【００４９】
　さらに、第1板体151が通風口103の下縁に設けられており、遮風板16が通風口103の上縁
に設けられており、且つ、第2板体152が遮風板16と平らになり、連接板154が通風口103の
側縁に設けられている。言い換えれば、遮風板16が通風口103の上縁に設けられて、且つ
連接板154が通風口103の側縁に設けられているため、遮風板16及び連接板154が気流を遮
断する作用を果たす。気流を第1板体151、螺旋導風板153、第2板体152の方向に沿って順
次に流動させることにより、気流を螺旋状に上昇させる。言い換えれば、ほこりを含有す
る空気が直接に上昇しないように、遮風板16及び連接板154を利用して通風口103からサイ
クロン筒11に進入する気流を遮断して、ほこりを含有する気流を導風板15の延長方向に沿
って容易に螺旋状に上昇させることにより、遠心力でほこりを放り出すように螺旋状に上
昇する気流を形成する。これにより、ほこりを含有する気流が容易に螺旋状に上昇するこ
とができ、気流が直接に上昇することによりろ過効果が悪く、フィルターが詰まってしま
うようになることを避けて、ほこりを含有する気流に対するサイクロン分離器1の分離効
率及び分離効果を向上できる。また、ほこり等を放り出させることにより、フィルターを
通過するほこり等の量を低減することができる。
【００５０】
　好ましくは、導風板15がサイクロン筒11の底壁であり、サイクロン分離器用入口101が
導風板15に形成されている。言い換えれば、サイクロン筒11が筒状側板111と導風板15と
を含み、導風板15が筒状側板111内に設けられて、且つ導風板15が環状であり、環状の導
風板15の中部に前記サイクロン分離器用入口101が形成されている。これにより、直接に
導風板15を採用してサイクロン筒11の底壁とすることにより、サイクロン筒11の構造が簡
単になり、サイクロン筒11の成形が便利になり、サイクロン筒11の成形性を向上できる。
【００５１】
　本発明の導風板15がサイクロン筒11の底壁ではなくてもよく、例えば、サイクロン筒11
は底部が閉鎖された筒形であり、且つ導風板がサイクロン筒11内に設けられていることを
、当業者であれば理解できる。
【００５２】
　また、1枚の螺旋状に延長する板体と、該螺旋状板体の前後の両端と連接する連接板と
を採用して組合せて、導風構造を形成することも可能である。
【００５３】
　図5及び図6に示すように、入風管17がサイクロン筒14の底壁に設けられて、導風筒14の
下端が入風管17の内壁に套設されて、且つ入風管17の内壁に係止用凸部171が設けられて
いるとともに、導風筒14の下端の外壁面に係止用凸部171と係止するための係止用溝141が
設けられている。係止用凸部171と係止用溝141との係止により、導風筒14が入風管17内に
套設されている。これにより、導風筒14が入風管17の内壁に套設されているため、導風筒
14と入風管17との連接箇所の密封機能を向上することができ、導風筒14が入風管17を閉鎖
することができる。また、係止用凸部171と係止用溝141との組み合わせを採用して導風筒
14と入風管17とを連接することにより、導風筒14の装着が容易となり、サイクロン分離器
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の装着性を向上できる。
【００５４】
　また、導風筒14を入風管17と一体に形成することもでき、あるいは、導風筒14と入風管
17とが溶接、ボルト連接、係止等で連接できることも、当業者であれば理解できる。
【００５５】
　図5及び図6に示すように、一端が螺旋方向に沿ってサイクロン筒11の下縁に延長して且
つ開口し、他端が係止用溝141と連通する滑り溝142が、導風筒14に設けられている。導風
筒14の装着の過程において、係止用凸部171を滑り溝142の開口した一端に合わせて、且つ
、導風筒14を転動して、係止用凸部171を滑り溝142に沿って係止用溝141内に滑らせるこ
とにより、係止用凸部171と滑り溝142とを係止させる。
【００５６】
　また、係止用溝141及び係止用凸部171が複数個であり、且つ一対一に対応している。
【００５７】
　図4及び図6に示すように、本発明の一部の実例において、サイクロン分離器1が筒体18
と仕切り板19をさらに含み、仕切り板19が筒体18内に設けられて、且つ、筒体18の内部空
間を上下方向に沿って仕切って、筒体18の上部がフィルター13を形成して、且つ、筒体18
の下部が導風筒14を形成している。言い換えれば、フィルター13と導風筒14とが一体に形
成されている。導風筒14がフィルター13に一体に形成されていることにより、サイクロン
分離器1の構造を簡単にすることができ、サイクロン分離器1の生産性及び装着性が向上す
る。
【００５８】
　勿論、導風筒14とフィルター13とがそれぞれ形成されることも可能であり、且つ、フィ
ルター13が導風筒14の真上に位置している。
【００５９】
　図4及び図6に示すように、本発明の一つの具体的な実例において、フィルター13とサイ
クロン分離器用エンドカバー12とが一体に形成されている。これにより、フィルター13と
塵コップとの連接箇所の密封機能が向上し、吸塵効率を向上するように該サイクロン分離
器を有する掃除機の吸引力が向上する。
【００６０】
　図4及び図7に示すように、本発明の一部の実施形態において、サイクロン筒11の上縁と
サイクロン分離器用エンドカバー12とが間隔を持って隔たっている。これにより、サイク
ロン筒11内で分離されたほこり等の雑物が360度の全方位で放り出されるようになり、ほ
こりの放り出しの位置が制限されなく、ほこりを含有する気流に対する該サイクロン分離
器1の分離効果を充分に発揮できる。
【００６１】
　さらに、フィルター13とサイクロン筒11とが全て円筒形状となり、且つ、サイクロン筒
11の中心線が導風筒14の中心線と重なっている。
【００６２】
　図7に示すように、導風板15の高さH1が導風筒14の深さH2の半分以上であり、且つ、導
風板15の高さH1が導風筒14の深さH2以下である。言い換えれば、0.5H2≦H1≦H2。これに
より、サイクロン筒11の導風効果を向上し、気流の螺旋上昇が容易となる。
【００６３】
　さらに、サイクロン分離器用エンドカバー12とサイクロン筒11の上縁との間の距離H3が
導風板15の高さH1以下である。これにより、ほこり等の雑物が簡単に放り出されることに
より、ほこりがサイクロン筒11内に蓄積されることを避けることができるとともに、塵コ
ップにおけるほこり等の雑物の蓄積が促進される。
【００６４】
　好ましくは、フィルター13の半径R1がサイクロン筒11の半径R2の半分以下である。言い
換えれば、サイクロン筒11とフィルター13との径方向に沿う間隔の距離R3がサイクロン筒
11の半径R2の半分以上であるとともに、サイクロン筒11とフィルター13との径方向に沿う
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間隔の距離R3がサイクロン筒11の半径R2以下である。言い換えれば、サイクロン筒11の半
径とフィルター13の半径との間の差の数値R3がサイクロン筒11の半径R2の半分以上である
とともに、サイクロン筒11の半径とフィルター13の半径との間の差の数値R3がサイクロン
筒11の半径R2以下である。即ち、0.5R2≦R3≦R2となっている。これにより、ほこり等の
雑物が簡単に放り出されて、ほこり等の雑物がフィルター13に吸着されてフィルター13が
詰まってしまうことを避けるとともに、ほこりがフィルター13を通過してしまうことによ
り、濾過網の除塵頻度が高くなることを避ける。
【００６５】
　従って、本発明のサイクロン分離器により、ほこりを含有する気流の分離効率を向上す
ることができる。
【００６６】
　図1～図7に示すように、本発明の一つの具体的な実施形態において、本発明が新しいサ
イクロン分離器1を提供して、サイクロン分離器1の高密封性及び高吸引力を実現するとと
もに、低コストを実現できる。
【００６７】
　具体的には、サイクロン分離器1がサイクロン筒11と、サイクロン筒11内の中心部に位
置するフィルター13と、フィルター13の上方に位置するサイクロン分離器用エンドカバー
12とを含み、サイクロン分離器用エンドカバー12とサイクロン筒11の上縁との間に隙間を
有し、サイクロン筒11の底部の中心位置に入風管17が連接されて、ほこりを含有する気体
が入風管17を通過してサイクロン筒11に進入した後、その内部の導風板15を介して加速回
転する。導風板15が入風管17とフィルター13との間に位置する。
【００６８】
　サイクロン分離器1の中心の下側に入風構造があるため、パワーの損失を低減するとと
もに、ほこりを放り出す位置が最大限に上方に移動されて、高効率のサイクロン分離器を
利用して、ほこりを含有する気流を螺旋状ラインで加速上昇させて、360度の全方位で自
由に放り出す。ほこりを放り出す位置に限られなく、分離がより徹底的であるとともに、
毛と髪等の帯状物も簡単に放り出されることが可能であり、掃除機全体の吸引力を濾過網
の目詰まりで早期に降下することなく、分離効率を大きく向上するとともに、濾過網の清
掃回数を延長できる。
【００６９】
　サイクロン分離器用エンドカバー12とフィルター13とが一体に形成されてよく、複数の
部品を形成した後に組立ててもよい。入風管17と、導風板15と、サイクロン筒11とを一体
に形成してもよく、複数の部品を形成した後に組立ててもよい。フィルター13と、サイク
ロン分離器用エンドカバー12と、入風管17とを一体に形成してもよく、複数の部品を形成
した後に組立ててもよい。導風板15とサイクロン筒11とを一体に形成してもよく、複数の
部品を形成した後に組立ててもよい。これらのことは、当業者であれば理解できる。
【００７０】
　集塵装置100の中心の下側が入風構造であるため、入風管17の長さを大きく短縮して、
パワーの損失を低減するとともに、360度の全方位でほこりを自由に放り出すことが可能
である。また、ほこりを放り出す位置に限られなく、分離をより徹底的に行うことができ
るとともに、毛と髪等の帯状物でも簡単に放り出すことが可能である。よって、掃除機全
体の吸引力を濾過網の目詰まりで早期に降下することがなくなり、分離効率を大きく向上
するとともに、濾過網の清掃回数を延長できる。
【００７１】
　本発明の実施形態による掃除機は、新しいエア通路構造を備えるため、大吸引力と低ノ
イズを実現するとともに、小さくて軽く、組立ても簡単である。即ち、集塵分離システム
のエア通路が簡単で短く且つ効率が高く、消音エア通路が曲折で長く、且つ滞りがない。
【００７２】
　該構造が中心から入風するサイクロン分離構造を採用して、ほこりを含有する空気が短
い導入通路を経た後、直接に塵コップの高効率の分離チャンバーに進入して、ほこりと空
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気とをすばやく分離する。濾過網の二次ろ過を経た後、気流が塵コップの上蓋の側壁から
消音エア通路システム、即ち気流安定室に進入して、モータに流れて、モータの出風口か
らモータ内カバーへ流れる。その後、モータ内カバーの小孔を経て消音されてモータ外カ
バーの回転室に流れて、モータ内カバーと外カバーとの間の通路を経てモータ外カバーと
ケーシングとに形成された通路に進入して、さらに出風スポンジで消音された後、外部の
空気中に戻る。
【００７３】
　該形態の集塵エア通路の部分において、コストの面からみれば、従来の側部入風の導風
管を省略したため、材料コスト及び人力コストを減少できる。機能からみれば、エア通路
が短く且つ滞りがないため、パワーの損失が非常に少なく、高効率の分離チャンバーの流
動導引エア通路の作用も含み、ほこりと空気との分離がより徹底的となる。
【００７４】
　本発明の実施形態による掃除機の他の構成、例えば、ブラシ、コントローラ等、及び操
作は、当業者にとって既に知られているものであり、ここでは詳細な説明を省略する。
【００７５】
　本明細書の記載において、用語である「一つの実施形態」、「一部の実施形態」、「実
例」、「具体的な実例」、又は「一部の実例」等の記載とは、該実施形態又は実例と結合
して記載の具体的な特徴、構造、材料が本発明の少なくとも一つの実施形態又は実例に含
まれることを示す。本明細書において、上記用語の概略性説明は、同じ実施形態又は実例
に対するものに限らない。また、記載の具体的な特徴、構造、材料は、何れか一つ或は複
数の実施形態又は実例において適当な形態で結合することが可能である。さらに、当業者
であれば、明細書に記載の異なる実施形態又は実例を結合及び組合せすることが可能であ
る。
【００７６】
　以上は本発明の実施形態を示して記述したが、上記の実施形態は、例示であり、本発明
を限定するものではないことを理解すべきであり、当業者としては本発明の範囲内で上記
の実施形態に対して変更、修正、入れ替えおよび変形がなされることができると認識され
る。
【符号の説明】
【００７７】
掃除機　1000、集塵装置　100、サイクロン分離器　1、サイクロン筒　11、サイクロン分
離器用エンドカバー　12、フィルター　13、導風筒　14、導風板　15、遮風板　16、入風
管　17、筒体　18、仕切り板　19、濾過網　92、サイクロン分離器用入口　101、サイク
ロン分離器用出口　102、通風口　103、筒状側板　111、係止用溝　141、滑り溝　142、
第1板体　151、第2板体　152、螺旋導風板　153、連接板　154、係止用凸部　171、環状
係止溝　172、導風板15の高さ　H1、導風筒14の深さ　H2、サイクロン分離器用エンドカ
バー12とサイクロン筒11の上縁との間の距離　H3、フィルター13の半径　R1、サイクロン
筒11の半径　R2、サイクロン筒11とフィルター13とが径方向に沿って離れる距離　R3、塵
コップ　2、入風口　201、塵コップの上蓋　3、出風口　301、吸込み装置　200、ケーシ
ング　4、入風用気流安定カバー　5、排気機内カバー　6、排気機外カバー　7、排気機　
8、消音スポンジ　91、吸気口　21、排気口　22、排気孔　61、第1気流通路　71、第2気
流通路　72、消音チャンバー　73、導風管　300。
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